
高松塚古墳壁画保存管理施設（仮称）について 

 
 
高松塚古墳壁画の保存・展示の在り方については、平成 27 年に集中的に議論

を行い、「古墳壁画の保存活用に関する検討会（第 19 回）」（平成 28 年 3 月 22
日開催）では、「全ての壁画・石材を公開できるガラス壁面長をあらかじめ確保

した案」が壁画のストーリーや構成などを伝える意味でふさわしいと考える、と

の意見があった。 
この案にもとづいた、壁画・石材の公開・保存にかかるエリアの想定面積は、 

729 ㎡（27m×27m） 
  機械室： 129 ㎡ 
 
このほかに施設には、実物以外の展示を行う展示室、学芸室、倉庫、トラック

ヤード、消火設備室、これら諸室の空調設備のための機械室が必要と想定できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考） 
キトラ古墳壁画保存管理施設 

延べ面積 487 ㎡ 
展示室 54 ㎡（展示室・壁画保管室・出土品保管室あわせて 191 ㎡） 
壁画保管室 98 ㎡ 
出土品保管室 39 ㎡ 
学芸室 14 ㎡ 
トラックヤード 48 ㎡ 
機械室 75 ㎡（487 ㎡の約 15.4％）  
ボンベ庫 15 ㎡ 
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※保管ユニットは 1600×1600mm 程度を想定 

※公開ガラス面から背面壁の距離を 

保管ユニットの点検や移動等を考慮し 6m 確保 



高松塚古墳壁画の保存管理・公開施設の計画における検討事項 

 

 高松塚古墳は，埋葬施設である石室とその上の盛り土（墳丘）から構成され，壁画はその

石室の内部に描かれたものである。本来密閉状態であった石室は，凝灰岩製で，南北の 2石

と東西の側壁に各 3石，天井と床に各 4石の計 16石を組み，内部の大きさは奥行き 265 ㎝，

幅 103 ㎝，高さ 113 ㎝という小さな空間である。壁画は天井と四壁に漆喰の下地層を作り，

その上に描かれている。床石 4石には当初の木棺安置の痕跡がある。 

現状は解体によって 16 石全てが別々に置かれた状態にある。石材とそれに描かれた壁画

はそれぞれに極めて脆弱な状態にあり，現在仮設修理施設においても，個別の状態に合わせ

た固定台の上で壁画の面を上に向けて保管され，修理作業が行われている。 

 新たに考える収蔵保管と展示のための施設においては，このような壁画及び石材の状態を

考慮した上で，保存環境について十分な検討を行い，なおかつ高松塚古墳壁画をより良く理

解するための方法を講じることが，同時に求められている。 

 新たな施設においては，概念的には 1)収蔵，2)点検・修理，3)展示の 3つのスペースが必

要となる。これのいずれにおいても，以下の環境要素は共通して必要となる。 

 防犯設備 

 防火対策（消火設備） 

 地震対策（施設/石材用免震フレーム） 

 換気設備 

 温湿度環境（博物館環境に準じる温湿度設定） 

 照明環境（照明種類/調光機能/壁面の色） 

 空気環境（大気汚染物質/室内汚染物質対策） 

 生物被害対策（虫の侵入経路対策/カビ対策） 

 作業及び観覧のためのスペースと安全対策 

壁画及び石材は，3 つのスペースを頻繁に移動させるのに耐えるような安定した状態ではな

いため，極力石材の移動を抑えつつ，同時に各スペースにおける作業動作に支障を来さない

ようにすることが求められる。その上で，古墳壁画としての再現性，その歴史的・文化的価

値の表現について，効果的に示す方法を講じることが求められる。 

1)展示方法についての留意点 

 壁画面を上に向け，各石が個別に置かれる状態での安全かつ効果的な展示の仕方 

 出土遺物の展示/床石の展示 

 模写/高精細写真パネル/レプリカ/３次元映像イメージ等の活用（視覚/触覚） 

2)高松塚古墳の歴史的・文化的価値の表現 

 日本の古墳壁画としての歴史と文化/東アジアにおける古墳壁画展開 

 高松塚古墳壁画の材料と技法（調査研究の成果） 

 高松塚古墳壁画の発見とその後の経緯 
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